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健
康
接
種
券
は
接
種
日
に
応
じ
て
順
次
発
送
し
て
い
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
（
３
回
目
接
種
）
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ　
健
康
推
進
課　
☎
（
23
）
０
０
２
４

議
会

11
月
12
日
お
よ
び
11
月
29
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
の
会
期

市
議
会
11
月
臨
時
会
・
定
例
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
瀧
口
恵　
☎
（
23
）
０
０
５
０

■
市
議
会
11
月
臨
時
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

令
和
３
年
度
の
７
回
目
の
補
正
で
、

２
７
５
０
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の

総
額
を
１
９
９
億
９
０
５
３
万
７
千
円

と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
津
波
・
高

潮
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
地
頭
方
４

号
、
５
号
お
よ
び
６
号
陸り

っ
こ
う閘

地
震
計
制

御
機
器
の
故
障
に
対
し
て
緊
急
に
実
施

す
る
更
新
工
事
に
要
す
る
経
費
の
計
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

令
和
３
年
度
の
８
回
目
の
補
正
で
、

４
９
４
９
万
７
千
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
総
額
を
２
０
０
億
４
０
０
３
万
４

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く
学
校
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
の
改
善
と
中
学

校
玄
関
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
お
よ

び
教
室
の
改
修
に
要
す
る
経
費
の
計
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

市
議
会
議
員
か
ら
の
監
査
委
員
と
し

て
、
大お

お

井い

俊と
し

彦ひ
こ

議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
４
年
間
で
す
。

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙

　

委
員
４
人
と
補
充
員
４
人
が
、
次
の

と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

▼
委
員
＝
原は

ら

崎さ
き

久ひ
さ

春は
る

、
川か

わ

村む
ら

勢せ
い

三ぞ
う

、
繩な

わ

巻ま
き

恒つ
ね

雄お

、
山や

ま

本も
と

佐さ

敏と
し

（
新
任
）

▼
補
充
員
＝
鈴す

ず

木き

敏と
し

子こ

、
下し

も

村む
ら

康や
す

之ゆ
き

、

山や
ま

本も
と

正ま
さ

己き

（
新
任
）、横よ

こ

山や
ま

洋よ
う

子こ

（
新
任
）

　

こ
の
他
、
正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

■
市
議
会
11
月
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

令
和
３
年
度
の
９
回
目
の
補
正
で
、

１
億
３
７
１
８
万
９
千
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
総
額
を
２
０
１
億
７
７
２
２

万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
３
回
目
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
要
す
る
経
費
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
基
づ
く
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど

の
強
化
、
通
学
路
の
緊
急
点
検
に
基
づ

く
カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
の
整
備
、
令
和
２

年
度
事
業
に
係
る
生
活
保
護
費
な
ど
の

国
県
支
出
金
の
精
算
金
な
ど
の
計
上
が

主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

　

令
和
３
年
度
の
10
回
目
の
補
正
で
、

７
億
５
４
１
５
万
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
総
額
を
２
０
９
億
３
１
３
７
万
３

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
11
月
下
旬

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
コ
ロ
ナ
克
服
・

新
時
代
開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策
」
の

う
ち
、
緊
急
に
予
算
措
置
が
必
要
な
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
お
よ
び
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
に

係
る
先
行
給
付
分
の
経
費
の
計
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

　

令
和
３
年
度
の
11
回
目
の
補
正
で
、

３
億
１
９
４
０
万
６
千
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
総
額
を
２
１
２
億
５
０
７
７

万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
11
月
下
旬

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
コ
ロ
ナ
克
服
・

新
時
代
開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策
」
の

う
ち
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
の
支
給
に
係
る
追
加
給
付
分
の
経

費
の
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

識
見
を
有
す
る
監
査
委
員
と
し
て
、

飯い
い

塚づ
か

貴た
か

穂お

さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
４
年
間
で
す
。

　

こ
の
他
、
▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
の
推
薦
に
つ
い
て
▼
牧
之
原
市
印
鑑

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼
牧
之

原
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
▼
榛
原
総
合
病
院
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

▼
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
―
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

飯塚貴穂さん
（細江区）

再任

大井俊彦議員
（静波区）

　接種券は順次発送しています
接種券は、２回目の接種日に応じて順次発送しています。
赤い封筒（写真）がお手元に届きましたら、速やかに開封し、中身の確認を
お願いします。接種券が届き次第、以下の方法で予約することができます。
■予約方法

［Web予約］　新型コロナワクチン接種予約サイト（24時間受付）
　https://vaccines.sciseed.jp/makinohara
　＊市LINE公式アカウントからもアクセスできます。

［電話予約］牧之原市新型コロナワクチン予約相談センター
　☎ 050-5210-8729（平日午前８時15分～午後５時）
　＊つながりにくい時は、時間や日を改めておかけ直しください。

　交互接種の効果と副反応
交互接種（１・２回目接種とは異なるワクチンを接種）した場合でも、十分な効果と安全性が確
認されています。ご自身のためにも、早く接種できるワクチンから接種していただくことをおす
すめします。
■効果　１・２回目接種でファイザー社ワクチンを受けた人が、３回目で「ファイザー社ワクチ
ンを受けた場合」と「武田／モデルナ社ワクチンを受けた場合」のいずれにおいても、抗体価が
十分上昇しています。
■副反応　武田／モデルナ社ワクチンの３回目接種は、１・２回目接種で用いた量の半量となり
ます。２回目接種後と比較して、発熱や疲労などの接種後の症状（副反応）が少ないことが報告
されています。

　静岡県新型コロナワクチン（武田／モデルナ社）大規模接種会場
県では、新型コロナワクチンの追加接種（３回目接種）を行う大規模接種会場を設置しています。
追加接種（３回目接種）の対象となる県民（居住市町は問いません）で、２回目接種後６カ月以
上経過している人が対象です。この会場での接種は、武田／モデルナ社ワクチンを使用します。
■中部地域の会場

　①もくせい会館会場（静岡市葵区鷹匠３丁目６番１号）
　　接種期間＝３月31日木まで（平日日中のみ）

　②焼津市役所大井川庁舎会場（焼津市宗高900番地）
　　接種期間＝２月22日火から３月30日水まで（平日日中のみ）

接種には事前のWeb予約が必要です。詳しい内容は、県ホームページをご覧ください。
HP https://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-480/coronavirus/vaccine/daikibo.html

　５歳から11歳の新型コロナワクチン接種
厚生労働省は、５歳から11歳までの子どもに接種する新型コロナワクチンとして、ファイザー社
のワクチンを薬事承認しました。
市では、３月ごろから接種を開始できるよう、スケジュールを調整しています。対象者には接種
券を発送しますので、お手元に届きましたら、速やかに開封し中身の確認をお願いします。
■対象　５歳から11歳の人
■接種回数・接種間隔　３週間の間隔をおいて２回接種
＊詳しい情報については、市ホームページなどでお知らせします。

県ホームページ

予約サイト
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福
祉
受
給
す
る
た
め
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
の
ご
案
内

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
課　
羽
田
拓
治　
☎
（
23
）
０
０
７
８

相
談

相
談
事
例
①

　

チ
ャ
ッ
ト
で
相
談
に
の
る
だ
け
の
ア

ル
バ
イ
ト
で
、
相
手
か
ら
報
酬
を
受
け

取
る
た
め
の
手
続
料
を
次
々
と
支
払
わ

さ
れ
た
。（
10
歳
代
・
女
性
）

▼
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

　
「
簡
単
に
稼
げ
る
」 「
気
軽
に
始
め
ら

れ
る
」 

と
強
調
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

広
告
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
を
安
易
に
信
じ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
怪
し
い
副

業
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
、「
報
酬
を
得
る

た
め
に
必
要
」 

な
ど
と
言
わ
れ
、
登
録

料
や
サ
イ
ト
利
用
料
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま

な
名
目
で
払
わ
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

相
談
事
例
②

　

荷
受
代
行
・
荷
物
転
送
を
し
た
ら
、

自
分
名
義
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
６
台

購
入
さ
れ
て
お
り
、
請
求
書
が
届
い
た
。                                                           

（
20
歳
代
・
女
性
）

▼
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

　

荷
受
代
行
・
荷
物
転
送
の
裏
の
目
的

は
、
消
費
者
の
名
義
で
不
正
に
携
帯
電

話
な
ど
を
購
入
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
携
帯
電
話
な
ど
が
犯
罪
に
使
用
さ
れ

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
身
分
証
明
書
、

銀
行
口
座
な
ど
の
個
人
情
報
は
悪
用
さ

簡
単
に
稼
げ
て
高
収
入
!?　

う
ま
い
話
に
は
裏
が
あ
る
…

【
若
者
向
け
注
意
喚
起
】
怪
し
い
副
業
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル

問
い
合
わ
せ　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

杉
山
通
明　

☎
（
23
）
０
０
８
８

防
災

　

市
で
は
本
年
度
も
、
地
域
に
お
け
る

防
災
知
識
の
普
及
や
自
主
防
災
組
織

の
育
成
な
ど
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
、

防
災
指
導
員
を
養
成
す
る
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

一
般
コ
ー
ス
（
全
４
回
受
講
）
で
は
、

牧
之
原
市
の
防
災
体
制
、
原
子
力
災
害

に
つ
い
て
、
ペ
ッ
ト
の
避
難
、
避
難
所

運
営
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

学
ん
で
い
た
だ
き
、
32
人
の
皆
さ
ん
を

防
災
指
導
員
に
認
定
し
ま
し
た
。

　

マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
（
全
４
回
受
講
）

で
は
、
災
害
想
像
力
ゲ
ー
ム
、
災
害
時

救
護
活
動
、
災
害
時
判
断
ゲ
ー
ム
、
自

主
防
災
組
織
災
害
対
応
訓
練
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
防
災
に
つ
い
て
学
ん

で
い
た
だ
き
、
４
人
の
皆
さ
ん
を
防
災

指
導
員（
マ
ス
タ
ー
）に
認
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
で
は
一
般
コ
ー
ス

２
６
１
人
、
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
38
人
が

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
防
災
指
導
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携
協
力
し
、

自
助
・
共
助
の
面
で
、
地
域
に
お
け
る

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

市
で
は
、
令
和
4
年
度
以
降
も
こ
の

講
習
会
を
開
催
し
、
地
域
防
災
対
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
大

地
震
や
、
毎
年
の
よ
う
に
各
地
を
襲
う

台
風
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
、

防
災
の
知
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

令
和
３
年
度

マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
認
定
者

▼
森も

り

木き

松ま
つ

男お

さ
ん
（
東
萩
間
区
）

▼
八や

木ぎ

文ふ
み

夫お

さ
ん
（
細
江
区
）

▼
横よ

こ

山や
ま

洋よ
う

子こ

さ
ん
（
牧
之
原
区
）

▼
野の

澤ざ
わ

義よ
し

典の
り

さ
ん
（
勝
間
田
区
）

地
域
の
防
災
力
向
上
へ

牧
之
原
市
防
災
指
導
員
を
認
定
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　
危
機
管
理
課　
谷
澤
昂
亮　
☎
（
23
）
０
０
５
６

　

市
で
は
、
夜
間
に
お
け
る
地
震
の
発

生
と
大
津
波
警
報
の
発
表
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
」
の
適
用
に
伴
い
、
規
模
を
縮
小

し
、
家
庭
内
で
の
訓
練
実
施
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

か
ら
身
を
守
る
た
め
、
今
一
度
、
災

害
対
策
に
つ
い
て
家
庭
内
で
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

訓
練
で
の
確
認
事
項

　

次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
場
所
と
避
難
経
路

●
避
難
場
所
ま
で
の
所
要
時
間

●
津
波
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
危

　

険
箇
所
な
ど

●
夜
間
に
お
け
る
危
険
箇
所

●
懐
中
電
灯
な
ど
の
非
常
持
出
品

●
家
族
の
安
否
確
認
伝
達
方
法　

 

な
ど

訓
練
に
伴
い
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す

　

地
震
発
生
や
津
波
襲
来
を
想
定
し
た

同
報
無
線
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

防
災
地
震
だ
、
津
波
だ
、
す
ぐ
避
難
！　
～
少
し
で
も
早
く
、
少
し
で
も
高
く
～

牧
之
原
市
地
震
・
津
波
夜
間
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
危
機
管
理
課　
谷
澤
昂
亮　
☎
（
23
）
０
０
５
６

　

午後６時30分 同報無線で訓練実施（中止）のお知らせ

午後７時○○分（＊１） 「訓練」地震発生・訓練開始「サイレン吹鳴」

午後７時○○分（＊２） 「訓練」大津波警報
同報無線で訓練警報発表のお知らせ

午後７時30分ごろ 同報無線で訓練終了のお知らせ

（＊１・２）　地震発生および大津波警報発表の時間は、午後７時～午後７時15分までの間

［地震・津波夜間避難訓練］　３月11日金　午後７時～午後７時30分ごろ

　

こ
の
給
付
金
は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
家
計
急
変
の
あ
っ
た
世
帯
を
支

援
す
る
新
た
な
給
付
金
で
す
。

給
付
金
の
支
給
額

　

１
世
帯
当
た
り
10
万
円

支
給
対
象
と
申
請
の
有
無

　

支
給
対
象
と
な
る
世
帯
は
、
①
②
の

い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
世
帯
で
す
。

   

①
世
帯
全
員
の
「
令
和
３
年
度
住
民   

   

税
均
等
割
」
が
非
課
税
の
世
帯

　
（
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の

　
扶
養
親
族
の
み
の
世
帯
は
除
く
）

　

住
民
登
録
の
あ
る
市
区
町
村
か
ら
対

象
世
帯
に
確
認
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

（
基
準
日
＝
令
和
３
年
12
月
10
日
）。
確

認
書
が
届
い
た
ら
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
必
ず
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
確
認
書
の
発
送
日

　

２
月
18
日
金
ご
ろ

   

②
課
税
世
帯
だ
が
、
令
和
３
年
１
月

   

以
降
の
収
入
が
減
少
し
「
住
民
税
非

   

課
税
相
当
」
の
収
入
と
な
っ
た
世
帯

　
（
家
計
急
変
世
帯
）

　

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
時
点
で
住

民
登
録
の
あ
る
市
区
町
村
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間

　

２
月
18
日
金
～
９
月
30
日
金

■
申
請
書
配
布
先

　

市
役
所
両
庁
舎
（
市
民
課
）

　

さ
ざ
ん
か
（
社
会
福
祉
課
）

　

い
～
ら
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

■
申
請
先

　

〒
４
２
１
‐
０
４
２
２

　

牧
之
原
市
静
波
９
９
１
番
地
１

　

牧
之
原
市
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

さ
ざ
ん
か
内　

社
会
福
祉
課

　
「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

　

臨
時
特
別
給
付
金
」
窓
口

支
給
時
期

　

①
②
と
も
に
、
市
が
確
認
書
ま
た
は

申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
３
週
間
後

を
目
安
に
支
給
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▼
内
閣
府
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
（
５
２
６
）
１
４
５

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

▼
市
社
会
福
祉
課｢

住
民
税
非
課
税
世
帯

等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金｣

窓
口

☎
（
23
）
０
０
８
５

受
付
時
間　
平
日　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
（
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

写真左から、森木さん、八木さん、杉本市長、
横山さん、野澤さん

れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
安
易
に
伝

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

携
帯
電
話
の
月
額
使
用
料
や
通
話
料
な

ど
を
支
払
う
必
要
は
な
い
と
説
明
さ
れ

て
い
て
も
、
契
約
者
（
消
費
者
）
に
対

し
て
請
求
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
副
業
・
ア
ル
バ
イ
ト
に
関
す
る
情
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
始
め
る
前

に
、
家
族
な
ど
周
り
の
人
に
相
談
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
不
安
に
思
っ
た

時
、
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
時
は
市
民
相

談
セ
ン
タ
ー
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

ま
た
は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎

１い

８や

８や

）
に
相
談
を
！

　

相
談
員
が
解
決
の
方
法
を
一
緒
に
考

え
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

①身分証明書
の画像など個
人情報を送付

② イ ン タ ー
ネット通販で
消費者の個人
情報を使って
契約

③届いた荷物
を指定された
住所に転送す
ると、報酬が
支払われる

消費者
事業者

？

荷受代行・荷物転送の仕組み
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困りごと・悩みごと相談 Consultation

＊職員や来庁者など、他人に会うことなく入ることができます

市民相談センター（消費生活センター）案内図

２階　市民相談センター
　　　（消費生活センター）

水道課入り口水道課入り口水道課入り口

入り口入り口入り口

市役所榛原庁舎

駐車場

駐車場

榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー

会
館
棟

榛
原
庁
舎

西
館

静
波
体
育
館

駐車場

　税の無料相談

　心配ごと相談

　一般相談

日常生活の中での困りごとや悩み、
分からないことなどの相談を受け
付けます。困ったらまずは相談を。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～12：00
　　　13：00～16：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

日常生活から起こる家庭問題や金
銭貸借などの紛争を解決。司法書
士が対応します。

期日　３月９日・23日
時間　９：00～11：30
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

　消費生活相談

契約トラブルや消費者金融、多重
債務、商品苦情など、消費や契約
に関する相談を受け付けます。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～12：00
　　　13：00～16：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

　女性相談

女性の抱えるさまざまな悩みを、
女性相談員が一緒に考え、解決の
糸口を探すお手伝いを電話や面接
にて対応します。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：15～16：00
会場　さざんか
問家庭児童相談室　 ☎0083

　介護相談

介護する人たちを支えるため、相
談・支援体制を整えています。
期日　月曜日～金曜日
　　　＊祝日を除く。
時間　９：00～17：00
　　　（水曜日は19時まで）
会場　さざんか
問長寿介護課　☎0076

　巡回交通事故相談

県交通事故相談所の専門相談員が、
交通事故に関する相談に応じます。
事前予約が必要となります。

期日　３月８日
時間　10：00～15：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　 ☎0088

　暮らしなんでも無料相談

日常生活でのトラブルや悩みごと、
困ったことなどの相談を受け付け
ています。

期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～17：00
問ライフサポートセンターしずおか
　しだはい事務所　☎054(646)6055

　法律相談（先着８人）

弁護士が相談に応じます。
期日　３月２日・16日
時間　10：00～12：00
　　　13：00～15：00
会場　市民相談センター
予約　８：30 ～
　　　当日電話予約のみ
問市民相談センター　☎0088

　高齢者虐待予防相談

「高齢者に関する虐待かな」と思っ
たときの相談です。事前に問い合
わせをして、気軽に相談ください。

期日　３月18日
時間　13：30～16：00
会場　相良保健センター
問地域包括支援センターさがら　☎1900

日々の生活の中で、誰かに相談したいと思っていることや疑問に感じて

いることはありませんか。秘密は厳守されますので、ひとりで解決しよ

うとせず、まずは各種無料相談窓口に相談してみてはいかがですか。

税に関するあらゆる相談に無料で
応じます。
事前予約が必要です。

期日　３月16日
時間　13：30～15：30
会場　市民相談センター
問東海税理士会島田支部　☎ 05476575

３月の相談

静岡牧之原茶マスコット
チャーフィン

新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用と体温測定の実施にご理解、
ご協力をお願いします。お出かけ前に、ご自宅で体温を測定し、37.5℃以上ある場
合のほか、咳症状や倦怠感などがある場合は、相談を見合わせてください。

　行政相談

行政相談委員が、行政に対する苦
情や要望などの相談を受け付けま
す。

期日　３月２日・16日
時間　10：00～12：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

消
防
設
置
は
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

安
全
・
安
心
の
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ　
静
岡
市
牧
之
原
消
防
署  

予
防
係　
☎
（
53
）
０
１
１
９ 

／ 

静
岡
市
吉
田
消
防
署  

予
防
係　
☎
（
32
）
１
１
４
１

Makinohara City Information市政情報—

総務省消防庁
ホームページ

住宅用火災警報器の設置は義務です
建物火災による死者のうち、住宅火災における死者は約９割を占めています。そのうち、約５割
の人は逃げ遅れにより亡くなっています。また、住宅火災の死者に占める高齢者の割合が増えて
きています。
このような逃げ遅れなどによる死者をなくそうと、新築住宅は平成18年６月１日から、既存の住
宅は平成21年６月１日から、住宅用火災警報器の設置が義務となっています。
住宅用火災警報器の機種によって、取り付け位置の注意点が異なる場合が
ありますので、設置する際には、製品の仕様書、取扱説明書を必ず確認し
て設置するようにしてください。
詳しくは、総務省消防庁ホームページを確認してください。
HP https://www.fdma.go.jp/relocation/html/life/juukei.html

住宅用火災警報器には寿命があります
目安として、住宅用火災警報器の寿命は「おおむね10年」といわれています。
中には、電池を交換するタイプのものもありますが、10年経つと、煙や熱を感知する本体自体に
寿命が来てしまいます。電池交換のみでなく、本体の交換を行うようにしてください。
機種によっては、交換時期をブザーで知らせてくれるものもあります。

作動点検方法
１．点検ボタン（機種によって「警報停止」「点検」「テスト」などの記載があります。）を押すか、
　　本体横から垂れているひも（またはリング状の引きひも）を引いてください。
２．正常であれば、警報音やテスト音が鳴ったり、表示灯が点灯したりします。
　　＊警報音などのテスト音や表示灯の点灯は、自然に止まります。
３．点検ボタンを押すなどの点検動作を行っても作動しない場合、以下のことが考えられます。
　　今一度、取扱説明書をご確認ください。
　　①電池切れや電池がしっかりセットされていない。
　　②機器本体の故障（センサー不良など）

取付支援事業
住宅用火災警報器を設置することが困難な人を対象に、消防局で取り付けを支援します。
詳しくは、静岡市消防局ホームページを確認してください。
HP https://www.city.shizuoka.lg.jp/000_005577.html

［対象世帯］
　▶65歳以上の人の単身世帯
　▶身体障害者手帳の交付を受けている人がいる世帯
　▶消防署長が支援する必要があると認める世帯

［申込方法］
　「住宅用火災警報器取付支援申請書」に記入の上、牧之原消防署もしくは吉田消防署に直接ま
　たは郵送で提出してください。本人以外が申請する場合は、委任状が必要です。

静岡市消防局
ホームページ
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